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日本周辺海域のメタンハイドレート資源量評価
Resources assessment of methane hydrates in offshore surround Japan
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JOGMECは、メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム（MH21）の資源量評価
グループの一員として、日本周辺海域のメタンハイドレート（以下、MHs）資源量評価を行っている。
JOGMEC保有の物理探査船「資源」により取得された二次元/三次元地震探査のマイグレーション断面の震探解釈を行

い、MHs賦存の指標となる海底疑似反射面（以下、BSR）の分布、MHs賦存の鍵層となる砂層の分布、そして、BSR直
上の砂層中の特徴的な強振幅反射波群に着目して MHsの抽出を行っている。また、MHsは高速度に対比されることが
これまでの知見として得られていることから、高密度速度解析を実施している二次元地震探査測線あるいは三次元地震
探査エリアでは、その速度解析断面上の高速度異常との対比も行っている。
今回紹介する事例は、試錐情報のない三次元地震探査エリアでの震探解釈実施例である。
本スタディーエリアの特徴は、マイグレーション断面上の連続する反射波から、幾重にもうねる褶曲構造を示してい

ることである。また、大きな落差はないが、断層によると思われる反射波のギャップも見られる。高密度速度解析断面
からは、BSRを境とする明瞭な速度のコントラスト、BSR直上の高速度異常が確認できる。
三次元地震探査のマイグレーション断面の震探解釈結果から、マルチプルの砂の流れが推定され、それぞれが異なる

時代、異なる堆積環境を示していることが考えられる。また、それらの振幅強度及び、高密度速度解析断面上の速度分
布から、砂の不均質性（粒度及び、砂/泥比の違い）が示唆される。高密度速度解析断面上では、BSR直上の砂層中に特
徴的な高速度異常が見られるが、これらは、砂層中であること、BSRの直上であること、そして、高速度異常であるこ
とから、MH ｓであると推定している。
以上のように、試錐により確認はされていないが、地震探査のマイグレーション断面の震探解釈、高密度速度解析断

面の速度分布から予察的にMH ｓの分布が推定できる。そして、今後の試錐計画の策定に有益な情報になることが期待
できる。今回は、三次元地震探査実施エリアの例であるが、二次元地震探査測線でも同様な解釈を行うことにより、三
次元地震探査実施計画の策定資料となる。
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